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・地域防災計画には、避難勧告等に関する具体的な基準
が記載されていない。
・避難判断には、ベテラン職員や地元住民の経験に頼って
おり、災害に対する地域の経験や知恵が定量化されていな
い。

実
施
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（
案

）

■避難勧告発表基準の検討

・地域防災計画記載案の検討

・避難勧告マニュアルの検討
　　避難勧告マニュアルの精度向上
　　水位関係表等の避難判断指標の検討

■水害に強い地域づくり計画の検討

水害リスクが高い地区を対象にモデル地
区を選定
・現状と課題の整理
・効果のある減災対策（ためる、とどめる、
そなえる）の検討
・具体的な避難行動計画の策定
・水害経験者の聞取り調査

■土砂災害に強い地域づくり計画の検討
・モデル地区の選定
・ワークショップの実施
・図上訓練からの課題検討・課題への対
応
・土砂災害ハザードマップの作成
・地区別避難計画の策定

【 防災情報WG 】 【 水害に強い地域づくりWG 】 【 土砂災害に強い地域づくりWG 】

・地域防災計画記載案の精査検討 ・モデル地区の選定、現地調査
・モデル地区の選定等
・他圏域の取り組み事例紹介

・避難勧告マニュアルの精度向上
・図上演習等の住民を巻き込んだ取り組
みの実施

・砂防リーダーの育成
・土砂災害警戒区域の確認、現地踏査

・水位関係表、周知用看板等の検討
・地区別避難判断基準の検討

・地区別避難計画の提案
・災害図上訓練の実施
・課題の抽出、解決策の検討

・土砂災害ハザードマップの作成
・地区別避難計画策定

高島地域　水害・土砂災害に強い地域づくり協議会　検討概要

Ｈ２５年８月　【第1回 協議会】
・協議会の設置、会長の選出、規約の承認、検討方針の提案・承認

・近年は人命被害を伴うような大きな災害が発生していないこともあり、水害・土砂災害に備える意識が低下している。
・一方、全国各地では水害や土砂災害による犠牲者が多く発生しており、被害を軽減する対策を早急に実施していく必要がある。
・特に市では近年避難勧告を発表したことがなく、発表のタイミングを始めとした運用に、不安を抱えている。

Ｈ２４．３月　【湖西圏域水害・土砂災害に強い地域づくり検討会】

Ｈ２４．５月　【第１回 担当者会議】

Ｈ２５年７月　【第３回 担当者会議】

　協議会は、高島土木事務所管内の１市（高島市）が水害や土砂災害による被害を軽減するために国・県とともに設置するもので、専門的な学
識経験等に基づく助言を得るとともに、自助・共助・公助が一体となった対策を検討する。

・地域の災害に対する意識が低下している。
・災害の経験や知恵が風化している。

【 水害・土砂災害に強い地域づくりWG 】

Ｈ２４年１０月　【第２回 担当者会議】
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水害リスクが 
高い地区で、 

効果的な減災対策を
検討 

 
土砂災害リスクが 

高い地区で、 

効果的な減災対策 

を検討 

市が発令する避難勧告等の 
情報発令判断資料を作成 

【水害に強い地域づくりWG】 

「行政、住民」 

【土砂災害に強い地域づくりWG】 

「行政、住民」 

【防災情報WG】 
「行政」 

ワーキンググループ 

【関係機関の担当者、地域住民等】 
 

水害・土砂災害に強い地域づくり協議会 

【学識経験者､副市長をはじめとする行政委員】 
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担当者会議 

【関係機関の担当者】 

資料２ 


